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研究成果の概要（和文）： 

平成 22 年度は、効果測定尺度作成を、対象者別項目収集及び整理検討と予備調査、プログ

ラム別仮プログラム作成・実施と要因探索から、プログラム開発・モデル構築を試みた。 

 平成 23 年度は、効果測定尺度作成を、対象者別本調査実施と尺度の信頼性・妥当性の検討
から進め、プログラム別修正プログラムの実施し、因果モデル作成を試み、プログラム開発と
モデル構築を進めた。 

 平成 24 年度は、対象者別プログラム評価への使用と妥当性検討から、効果測定尺度作成を
試み、プログラム開発とモデル構築に挑戦した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

Year 2010 our project team tries to make out the program development and the model 

construction those drawing up the effect measure scale collecting items through every 

objects and pre research and construct tentative programs. 

Year 2011 our project team puts forward drawing up reliance and adequacy the effect 

measure scale then improves the program development and the model construction. 

Year 2012 our project team challenges the program development and the model 

construction through program assessment of every objects and examination of adequacy. 
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１．研究開始当初の背景 

近年の青少年の非社会的問題行動を鑑み
ると、背景にはコミュニケーション問題が関
与している。非社会的行動の多くは仲間との
対人関係を中心に引き起こされており、人と
人との関わり方であるコミュニケーション
スキル獲得は、種々の非社会的行動に効果的
な予防手段となると考えられる。 

２．研究の目的 

 本研究では青少年の非社会的行動の増加
予防のため、コミュニケーションスキル獲得
に焦点を当てた効果性の高い野外教育プロ
グラム開発を目的とした。本研究では同時に、
野外教育プログラムにおける複数の関連要
因から効果の媒介変数を特定し、因果モデル
の構築も目的とした。コミュニケーションス
キル獲得に最適な野外教育プログラムとそ
のメカニズム提示が可能となる。 

３．研究の方法 

 本研究プロジェクトは、野外教育によるコ
ミュニケーションスキル獲得に深い造詣を
有する 9 名から構成した。研究分野は、野外
教育学、カウンセリング学、発達心理学、ス
ポーツ心理学、健康心理学、スポーツ社会心
理学、スポーツコーチ学、運動生理学、児童
教育学、等々多岐に及ぶ。多面的・学際的視
点から、包括的研究を遂行する構成を行った。 
 野外教育によるコミュニケーションスキ
ル獲得を解明するため、「野外教育でのコミ
ュニケーションスキル獲得を解明するため
の効果測定尺度の開発」と「プログラム開発
及び因果モデルの解明」を進めるため、以下
の年度計画で進めた。 
平成 22年度：対象者別尺度作成項目収集と
予備調査、体験活動プログラム開発と有効性
検討、要因の探索 
平成 23年度：尺度作成と信頼性妥当性の検
討、プログラム修正・改善と実施・評価、因
果モデル作成 
平成 24年度：コミュニケーションスキルプ
ログラム評価と妥当性検討、修正プログラム
実施と因果モデル検証 
４．研究成果 
平成 22年度 
 先行研究から得られた資料の整理を行い、
野外教育において獲得されるコミュニケー
ションスキルの内容検討と効果測定尺度作
成の予備調査を実施した。プログラム別仮プ
ログラム作成実施と、要因探索から、プログ
ラム開発・モデル構築を試みた。 
具体的な研究成果は、原著論文 7編（海外

1 編）、著書 8編、学会発表 15 編（海外 2 編）、
講演・ワークショップ・シンポジウム・コメ
ンテーター等7回で、研究成果報告書（79頁）
を発刊した。 
平成 23年度 

 効果測定尺度作成を、対象者別本調査実施
と尺度の信頼性・妥当性の検討から進め、プ
ログラム別修正プログラムを実施し、因果モ
デル作成を試み、プログラム開発とモデル構
築を進めた。 

 具体的な研究成果は、原著論文 13 編（海
外 1 編）、著書 9 編、学会発表 19 編（海外 3

編）、講演・ワークショップ・シンポジウム・
コメンテーター等 29 回で、研究成果報告書
（82頁）を発刊した。 
平成 24年度 
対象者別プログラム評価への使用と妥当

性検討から、効果測定尺度作成を試み、プロ
グラム開発とモデル構築に挑戦した。 
 具体的な研究成果は、原著論文 14 編（海
外 1 編）、著書 11 編、学会発表 20 編、講演・
ワークショップ・シンポジウム・コメンテー
ター等 25 回で、研究成果報告書（104頁）を
発刊した。 
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